
神埼工業
　
神
埼
工
業
は
シ
ッ
プ
ベ
ン
ダ
ー
や
フ
レ
ー
ム
ベ
ン
ダ

ー
、
ラ
ム
・
ボ
ル
ス
タ
ー
同
時
移
動
・
同
時
回
転
プ
レ

ス
な
ど
を
製
造
す
る
造
船
用
曲
げ
加
工
機
メ
ー
カ
ー
。

　
同
社
の
製
品
は
全
国
の
造
船
会
社
の
船
体
や
骨
組
み

な
ど
の
加
工
現
場
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
加
工
物
の
特

性
は
曲
げ
る
際
の
伸
縮
に
影
響
す
る
。
同
社
は
こ
れ
ま

で
の
経
験
か
ら
得
た
曲
げ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
「
高

効
率
、
省
力
・
省
人
化
に
貢
献
す
る
お
客
さ
ま
に
適
し

た
製
品
」
を
提
案
し
て
い
る
。

　
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
お
り
、

ベ
ン
ダ

ー
の
デ
パ
ー
ト
を
目
指
し
て
い
る
。

　

日
か
ら

日
ま
で
の
３
日
間
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
２
」
が
開
催
さ
れ
る
。
主
催
は
Ｕ
Ｂ

Ｍ
ジ
ャ
パ
ン
。
同
展
示
会
は
日
本
で
最
大
級
の
海
事
展
。
今
回
で

回
目

を
迎
え
、
過
去
最
高
の
出
展
者
数
に
な
る
。

周
年
の
記
念
セ
ミ
ナ
ー
で

は
海
事
業
界
を
幅
広
く
捉
え
た
情
報
を
発
信
し
、
日
本
の
海
事
業
界
の
活

性
化
に
貢
献
す
る
。
開
場
は

―

時
。
入
場
料
は
事
前
登
録
・
招
待
券

持
参
者
が
無
料
、
当
日
会
場
で
の
登
録
は
３
０
０
０
円
。

過
去
最
高
の
出
展
者
数
高
い
信
頼
持
つ
日
本
の
技
術

海事業界に携わる来場者が国内外から訪れる

海
を
広
く
捉
え
る
周
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
開
催

ＳＥＡ　ＪＡＰＡＮ２０１２
きょう開幕日まで東京ビッグサイト

ネステック
　
半
世
紀
以
上
の
実
績
に
証
明
さ
れ
た
ネ
ス
テ
ッ
ク
の

超
耐
振
式
ギ
ア
レ
ス
温
度
計
が
さ
ら
に
進
化
し
た
。
新

製
品
は
ダ
イ
ヤ
ル
温
度
計
で
、
最
も
シ
ビ
ア
な
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
わ
れ
る
舶
用
エ
ン
ジ
ン
向
け
に
改
良

を
重
ね
た
。
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
条
約
に
適
合
し
た
高

耐
久
、
超
耐
振
が
特
徴
だ
。

　
ま
た
、
従
来
の
水
銀
棒
状
温
度
計
に
比
べ
視
認
性
が

高
く
、
非
水
銀
で
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
。
Ｍ
Ａ
Ｎ

　
Ｂ
＆
Ｗ
、
バ
ル
チ
ラ
、
三
菱
重
工
業
の
２
サ
イ
ク
ル

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
や
、
４
サ
イ
ク
ル
の
あ
ら
ゆ
る
エ
ン

ジ
ン
タ
イ
プ
に
対
応
す
る
。

ブ
ー
ス
番
号
Ｎ
―

タ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム
ズ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

　
タ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム
ズ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
機
関
メ
ー
カ
ー
と
の
総

合
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
掲
げ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
の
組

み
合
わ
せ
で
国
際
的
な
規
制
に
対
応
す
べ
く
、
機
関
メ
ー
カ
ー
と
の

協
力
体
制
を
強
化
し
、
技
術
開
発
を
促
進
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
船
舶
の
安
全
運
航
を
支
え
る
た
め
、
多
様
な
運
航
状
況
に

対
す
る
適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
提
供
を
重
視
。
さ
ら
に

ダ
ウ
ン

タ
イ
ム
ゼ
ロ
を
目
標
に
し
て
い
る
。
展
示
会
で
は
「
Ｒ
Ｈ
形
過
給

機
」
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
程
と
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
し
、
新
技
術
を
実
機
で
披
露
す
る
。
ブ
ー
ス
番
号
Ｂ
―

エコネット
　
エ
コ
ネ
ッ
ト
が
取
り
扱
う
製
品
は
防
錆
潤
滑
剤
「
Ｆ

Ｌ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
　
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｍ

フ
ル
イ
ド
フ
ィ
ル
ム

」
。

米
国
の
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｋ
Ａ
　
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
が
米
国

海
軍
と
共
同
開
発
し
、
塩
水
や
酸
な
ど
に
強
い
防
錆
剤

だ
。
防
錆
能
力
を
測
る
試
験
「
塩
水
噴
霧
試
験
」
で
は

１
２
４
８
時
間

日

発
錆
し
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
無
溶
剤
で
あ
る
た
め
、
人
や
環
境
に
や
さ
し

い
。
樹
脂
や
塗
装
、
ゴ
ム
な
ど
に
も
悪
影
響
を
与
え
な

い
。
海
上
輸
送
、
部
品
保
管
、
生
産
設
備
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
の
用
途
に
、
幅
広
い
業
界
で
使
用
さ
れ
て
い

る
。

ブ
ー
ス
番
号
Ｓ
―

有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ４月１８日 水曜日 　　

　
２
０
０
３
年
ご
ろ
か
ら
の

世
界
中
で
の
急
激
な
新
造
船

の
受
注
量
増
加
に
伴
い
、
中

国
と
韓
国
で
は
造
船
業
界
に

新
規
参
入
す
る
企
業
が
増
え

た
。
中
国
、
韓
国
が
低
価
格

を
売
り
に
し
て
受
注
を
獲
得

し
、
長
年
、
日
本
が
強
み
に

し
て
き
た
造
船
業
界
だ
が

竣
工
量
に
お
い
て
ト
ッ
プ

し
ゅ
ん
こ
う

の
座
を
譲
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
し
か
し
、
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
後
、
中
国
・
韓
国
で

は
発
注
の
キ
ャ
ン
セ
ル
や
造

船
企
業
の
倒
産
な
ど
が
相
次

ぎ
、
状
況
が
一
変
し
た
。
日

本
の
造
船
会
社
は
顧
客
と
の

信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た
た

め
、
こ
う
し
た
影
響
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。
舶
用
メ
ー

カ
ー
も
安
定
し
た
供
給
を
行

う
な
ど
、
日
本
で
は
確
実
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
構
築
さ
れ
て

い
る
。

　
そ
う
し
た
環
境
下
に
あ
る

も
の
の
、
中
国
・
韓
国
の
台

頭
の
ほ
か
に
、
円
高
と
い
う

苦
難
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

Ｓ
Ｅ
Ａ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０

１
２
は
過
去
最
高
の
出
展
者

数
を
記
録
す
る
。
こ
の
厳
し

い
時
期
に
こ
そ
、
企
業
の
強

み
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
が
出

展
者
の
積
極
的
な
戦
略
だ
。

　
主
催
者
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
・
イ
ブ
Ｕ
Ｂ
Ｍ
ジ
ャ
パ
ン

社
長
は
同
展
示
会
の
初
開
催

か
ら
携
わ
り
、
日
本
の
海
事

業
界
を
間
近
で
見
て
き
た
。

「
中
国
・
韓
国
と
の
競
争
は

激
化
し
て
い
る
が
、
日
本
の

造
船
会
社
と
舶
用
メ
ー
カ
ー

が
戦
え
る
の
は

安
い
コ
ス

ト

で
は
な
い
。
技
術
・
ノ

ウ
ハ
ウ
が
勝
っ
て
い
る
か
ら

続
け
ら
れ
る
」
と
い
う
。

　
ま
た
、
「
ク
ロ
ー
ズ
ド
で

進
め
て
き
た
日
本
の
造
船
業

界
が
不
況
の
い
ま
、
プ
ラ
ス

に
働
い
て
い
る
。
造
船
会
社

と
舶
用
メ
ー
カ
ー
、
海
運
企

業
が
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
協

力
す
る
の
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

こ
と
」
と
い
う
。
海
外
か
ら

も
来
場
者
が
足
を
運
び
、
日

本
の
強
み
を
改
め
て
見
直
す

展
示
会
に
な
る
。

　
世
界
が
注
目
す
る
日
本
の

技
術
は
環
境
・
省
エ
ネ
。

同
展
示
会
の
海
事
ク
ラ
ス
タ

ー
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
で
は
二
酸

化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

、
窒
素

酸
化
物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

規
制
に

対
応
し
た
ク
リ
ー
ン
エ
ン
ジ

ン
な
ど
の
最
先
端
の
技
術
を

紹
介
。
政
府
が
造
船
業
界
に

期
待
し
、
世
界
を
け
ん
引
す

る
技
術
が
そ
ろ
う
。

　

、

日
に
行
わ
れ
る
国

際
会
議
に
は
国
内
外
の
海
事

業
界
の
リ
ー
ダ
ー
が
集
結
。

日

時
か
ら
は
三
菱
商
事

社
長
の
小
林
健
氏
が
「
グ
ロ

ー
バ
ル
情
勢
を
読
む
視
点
」

を
基
調
講
演
で
紹
介
す
る
。

受
講
料
は
２
日
間
で
２
万
７

０
０
０
円
。

　

ｔ
ｈ
　
Ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ

ｒ
ｓ
ａ
ｒ
ｙ
記
念
セ
ミ
ナ
ー

は
３
日
間
に
分
け
て
開
催
す

る
。

日
は
環
境
・
省
エ
ネ

を
取
り
上
げ
、
海
事
ク
ラ
ス

タ
ー
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
の
出
展

者
が
講
演
す
る
。

日
は
海

上
技
術
安
全
研
究
所
が
現
場

の
技
術
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、

市
場
の
ト
レ
ン
ド
を
紹
介
す

る
。

日
は
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
、
海
の
資
源
を

幅
広
く
捉
え
る
。

　
ニ
ュ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、

日

時

分
か
ら
タ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム
ズ

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
が
「
Ａ
Ｂ

Ｂ．

Ｉ
Ｈ
Ｉ
過
給
機
の
最
新

情
報
」
を
講
演
す
る
。
各
セ

ミ
ナ
ー
は
聴
講
無
料
。
当
日

席
に
空
き
が
あ
れ
ば
聴
講
可

能
。


